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ブレンディッドラーニングによる心理実習の試み 

―学部における公認心理師養成課程での取り組み―

橋本　陽介・江上　園子・福丸　由佳

１．はじめに
　2017年９月、公認心理師法が全面施行となった。

これにより、2018年４月からは、心理学系の学部・

学科を有する大学を中心に、同法第７条第１号及

び第２号に規定される国家試験受験資格の付与に

向け、公認心理師の養成課程が一斉に開始となっ

た。

　この流れの中、本学子ども学部発達臨床学科で

も、2018年度より公認心理師養成課程を開始した。

2020年度後期には、学内で規定する一定の要件を

満たした学生が履修可能となる「心理実習」の開

講を迎えた。本科目は、公認心理師に求められる

知識と技術を習得し、国民の心の健康の保持増進

に寄与するための実践力を身につけることを到達

目標に、保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産

業・労働の５分野の施設で、80時間以上の見学等

による実習をおこなうものとして位置づいてい

る。本学においては、３年次後期から４年次前期

の期間を通じて、合計80時間以上の実習時間が確

保可能となるカリキュラム構成としている。

　そのような中、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の感染拡大を受け、2020年度の開

始早々から学内での対面による授業の実施が、困

難な状況に陥った。そのため、文部科学省（2020a）

の通知および文部科学省（2020b）の事務連絡に

基づき、オンラインによる授業の実施が中心とな

り、一部で対面による授業の実施が取り入れられ

る形式となった。これにより、様々なオンライン

ツールを活用しながら、学生の学びの機会を保障

することが可能となった。

　一方、「心理実習」においても、2020年度後期

より保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・

労働の５分野の施設で、現地に赴いての見学実習

を実施する予定となっていた。しかし、見学を予

定していたいずれの施設においても、感染症拡大

の予防に向けた厳戒態勢が敷かれており、現地に

赴くことは多くの施設で困難な状況にあった。そ

のような中、文部科学省・厚生労働省（2020）の

事務連絡「新型コロナウイルス感染症の発生に伴

う医療関係職種等の各学校、養成所及び養成施設

等の対応について」により、オンラインを活用し

た実習も、実習時間への積算が可能となった。こ

れを受け、2020年度後期の「心理実習」について

は、各施設や感染症拡大の状況を踏まえながら、

学内で指定された対面授業実施可能日や施設側か

らの現地に赴いた実習の承諾を活用した“対面に

よる実習”と、各種オンラインツールを活用した

“オンラインによる実習”を組み合わせた、ブレ

ンディッドラーニングの手法を取り入れて実施す

ることとなった。

　これまで、医療関係職種の養成課程におけるオ

ンラインによる実習は、新型コロナウイルス感染

症（COVID-19）の感染拡大を受け、医師（鋪野・

塚本・生坂，2020など）や看護師（益田・小田嶋，

2020など）の養成課程での取り組みが、速報的に

数多く報告されている。その他、保健師（塩見・

細川・平，2020）や薬剤師（有田・竹平，2020）

の各養成課程でもその取り組みが報告されてい

る。しかし、公認心理師の養成課程におけるオン

ラインによる実習は、取り組みの報告がなされて

いない。加えて、益田・小田嶋（2020）のように、

ブレンディッドラーニングの手法を取り入れた実

習については、報告が少ない現状にある。従って、

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染
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拡大という未曾有の状況下で、ブレンディッドラ

ーニングの手法を取り入れながら、心理実習を開

始させた本学の取り組みを報告することは、今後

の公認心理師養成にとって重要な資料となりうる

と考えられる。

　そこで本稿では、本学における公認心理師養成

課程でのブレンディッドラーニングの手法を取り

入れた心理実習の取り組みを報告し、特に実習時

間確保の観点から今後の心理実習を展望する。

２．2020年度「心理実習」の実施概要
　2020年度は、後期（９月～３月）に３年次学生

を対象とした「心理実習」を開講した。本実習で

は、３年次学生が初めて取り組む実習であること

から、様々な施設の見学を通じて、公認心理師の

活躍が期待される臨床現場の理解を深めることを

主なねらいとした。そのため、１か所の施設ごと

に、Fig.1に示した流れで見学実習に取り組んだ。

　見学実習は、１か所の施設ごとに、まず事前学

習として学生が個々に「実習施設・機関の概要」

ついて、Webページなどを用いて調査した。調

査する内容は「施設・機関種別と設置根拠法」「機

関・施設の運営方針・理念」「職員構成と心理職

の役割」「利用者の状況（利用形態・主なニーズ）」

「併設する施設・事業」とした。

　次に実習①として、学内の教員による事前指導

を行った。事前指導では、事前学習で調査した内

容の確認を行い、その後、学生同士でのディスカ

ッションを交えながら「実習計画書」を作成する

こととした。実習計画書は、「実習目的」と「実習

目的を達成するための具体的課題」、「実習目的と

具体的課題の達成に向けて必要な学習」の３項目

を記載する構成とした。学生には、この実習計画

書の作成を通じて、各々が実習で学びたいことを

実習目的として焦点化させるとともに、その達成

に向けて施設の実習指導者から聞き取るべき内容

を具体的課題として明確化させた。また、必要な

学習の内容については、学生自身での気づきに加

え、事前指導を担当する教員からも助言を行った。

　これらの取り組みを踏まえ、実習②として、施

設での見学実習を実施した。見学実習では、施設

の実習指導者からの講話を必須の取り組みとし、

可能な場合には学生からの質疑や施設内の見学を

実施するよう依頼した。実習終了後には、学生個々

で「見学実習日誌」を作成し、後日、施設の実習

指導者へ送付してフィードバックを受けることと

した。

　最後の実習③として、学内の教員による事後指

導を行った。事後指導では、各学生が見学実習を

通じて学んだことを発表し、受講する学生全員で

Fig.1　１か所の施設ごとの見学実習の流れ

•事前学習「実習施設・機関の概要（見学実習）」をまとめる

•事前学習の内容を確認する
•「実習計画書（見学実習）」を作成・提出する

•見学実習に取り組む
•「見学実習日誌」を作成・提出する

•実習を振り返り、各自の学びを共有する
•「実習のふりかえり」を作成・提出する

実習前

実習①

実習②

実習③
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共有することとした。共有した内容は、各学生が

“自分では気づかなかった他の学生の学び”を視

点に、「実習のふりかえり」として作成すること

とした。

　以上の流れを１か所の施設ごとに繰り返しなが

ら、「心理実習」を進行させた。

３．ブレンディッドラーニングの手法を取り入れ
た心理実習の方法

（１）対面による実習

　対面による実習は、以下３つの方法で実施した。

　まず、学内で指定された対面授業の実施可能日

を活用し、a）学内の教員による事前指導（Fig.1

の実習①）と事後指導（Fig.1の実習③）を実施

した。これは、学内における従来型の対面授業に

類似する形式のものである。また、同じく学内で

指定された対面授業の実施可能日を活用し、b）

施設の実習指導者を学内に招いての見学実習

（Fig.1の実習②）を実施した。これは、学内にお

ける従来型のゲストスピーカーを招聘しての対面

授業に類似する形式のものである。

　その他、施設からの現地に赴いた実習の承諾が

得られた場合は、c）現地に赴いての見学実習

（Fig.1の実習②）を実施した。これは、従来から

心理実習において想定されていた見学実習の形式

である。

（２）オンラインによる実習

　オンラインによる実習の実施にあたり、以下３

つのツールを使用した。

　まず、同期型のリアルタイム配信には、Zoom 

Video Communications社製のWeb会議システム

「Zoom」を使用した。本システムでは、ミーティ

ングホストを務める教員以外、特定のWebペー

ジにログインする必要がないため、学生のみなら

ず、施設の実習指導者にも使用してもらうことが

容易に可能であった。また、ブレイクアウトセッ

ション機能を活用することで、学生同士でのディ

スカッションが小グループ単位で可能となった。

　また、非同期型のオンデマンド配信には、動画

ストリーミングサイトの「YouTube」を使用した。

本学では、全教職員にGoogleアカウントが付与さ

れており、YouTubeとも連動している。そのため、

各教員が動画をアップロードすることが可能であ

り、限定公開の設定を用いれば特定の学生のみに

配信することが容易に可能であった。

　加えて、学習管理システムには、日本データパ

シフィック社製のLearning Management System

「WebClass」を使用した。心理実習においては、

主にWebClassの「資料」機能を活用して、リア

ルタイム配信（Zoom）またはオンデマンド配信

（YouTube）のアクセス先URLや、必要となる各

種資料の電子データを配布した。また、「レポート」

機能を活用して、実習施設・機関の概要や実習計

画書、見学実習日誌、実習のふりかえりの記入済

み電子データを、各学生から回収した。

　これらのツールを活用し、オンラインによる実

習は、以下３つの方法で実施した。

　まず、Zoomを活用し、d）学内の教員による

事前指導（Fig.1の実習①）と事後指導（Fig.1の

実習③）や実習オリエンテーションを実施した。

これは、学内におけるオンライン同期型のリアル

タイム配信授業に類似する形式のものである。ま

た、Zoomを活用し、e）施設の実習指導者をミー

ティングルームに招いての見学実習（Fig.1の実

習②）を実施した。これは、学内におけるゲスト

スピーカーを招聘してのオンライン同期型のリア

ルタイム配信授業に類似する形式のものである。

　その他、YouTubeを活用し、f） 学内の教員に

よる非同期型のオンデマンド教材の配信を実施し

た。これは、繰り返しの視聴が必要となる実習オ

リエンテーションで使用した。

４．2020年度「心理実習」の実施実績
　前章で述べた通り、2020年度の心理実習におい

ては、対面による実習の３形式とオンラインによ

る実習の３形式の計６形式を活用して、実習を進

めた。その結果、Table １に示す通りに、実習を

実施することが可能となった。
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Table 1　2020年度「心理実習」の実施実績一覧（注）

回 実習施設 実習内容 実習方法（※） 成果物 実習時間

１ － 心理実習オリエンテーション① 学内オンライン 実習の抱負 1.5H

２ － 心理実習オリエンテーション② オンデマンド 実習施設・機関の概要 1.5H

３ 保健医療分野施設A 事前指導（実習①） 学内オンライン 実習計画書 1.5H

４ 保健医療分野施設A 見学実習（実習②） 現地見学 見学実習日誌 3H

５ 保健医療分野施設A
保健医療分野施設B

事後指導（実習③）
事前指導（実習①） 学内オンライン 実習のふりかえり

実習計画書 1.5H

６ 保健医療分野施設B 見学実習（実習②） オンライン見学 見学実習日誌 3H

７ 保健医療分野施設B 事後指導（実習③） 学内オンライン 実習のふりかえり 1.5H

８ 司法犯罪分野施設A 事前指導（実習①） 学内オンライン 実習計画書 1.5H

９ 司法犯罪分野施設A 見学実習（実習②） 学内見学 見学実習日誌 1.5H

10 司法犯罪分野施設A 事後指導（実習③） 学内オンライン 実習のふりかえり 1.5H

11 保健医療分野施設C 事前指導（実習①） 学内オンライン 実習計画書 1.5H

12 保健医療分野施設D 事前指導（実習①） 学内オンライン 実習計画書 1.5H

13 司法犯罪分野施設B 事前指導（実習①） 学内オンライン 実習計画書 1.5H

14 司法犯罪分野施設B 見学実習（実習②） オンライン見学 見学実習日誌 3H

15 司法犯罪分野施設B 事後指導（実習③） 学内オンライン 実習のふりかえり 1.5H

16 教育施設A 事前指導（実習①） 学内オンライン 実習計画書 1.5H

17 福祉分野施設A 事前指導（実習①） 学内オンライン 実習計画書 1.5H

18 保健医療分野施設D 見学実習（実習②） オンライン見学 見学実習日誌 3H

19 保健医療分野施設C 見学実習（実習②） オンライン見学 見学実習日誌 2H

20 福祉分野施設A 見学実習（実習②） 現地見学 見学実習日誌 2.5Ｈ

21 保健医療分野施設D 事後指導（実習③） 学内オンライン 実習のふりかえり 0.75H

22 保健医療分野施設C 事後指導（実習③） 学内オンライン 実習のふりかえり 0.75H

23 － 学内実習 学内オンライン 学内実習記録 1.5H

24 教育施設A 見学実習（実習②） 現地見学 見学実習日誌 3H

25 教育施設A 事後指導（実習③） 学内対面 実習のふりかえり 0.75H

26 福祉分野施設A 事後指導（実習③） 学内対面 実習のふりかえり 0.75H

27 保健医療分野施設E 事前指導（実習①） 学内対面 実習計画書 1.5H

28 保健医療分野施設E 見学実習（実習②） 現地見学 見学実習日誌 3H

29 保健医療分野施設E 事後指導（実習③） 学内対面 実習のふりかえり 1.5H

合計時間 51H
※実習方法
・学内対面：学内の教員による対面指導
・学内見学：施設の実習指導者を学内に招いての見学実習
・現地見学：現地に赴いての見学実習
・学内オンライン：学内の教員によるオンライン同期型の指導
・オンライン見学：施設の実習指導者を招いてのオンライン同期型の見学実習
・オンデマンド：学内の教員による非同期型のオンデマンド教材の配信
注）この実施実績は、本論文投稿時点での予定も含まれている
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　2020年度の後期においては、計29回の実習を実

施し、９施設の見学実習を実施することが可能と

なった。実習方法の内訳をみると、学内の教員に

よる対面指導（学内対面）が４回、学内の教員に

よるオンライン同期型の指導（学内オンライン）

が15回、学内の教員による非同期型のオンデマン

ド教材の配信（オンデマンド）が１回、施設の実

習指導者を学内に招いての見学実習（学内見学）

が１回、施設の実習指導者を招いてのオンライン

同期型の見学実習（オンライン見学）が４回、現

地に赴いての見学実習（現地見学）が４回となっ

ている。

　また、各回では、Table １に示した通り、必ず

成果物の作成と提出を求めており、学内の教員は

その内容を確認することした。記載された内容か

ら、確実な実習への取り組みが確認された場合は、

各学生の実習時間を積算していくこととしてい

る。そのため、計29回の実習すべてにおいて、確

実な取り組みが確認された場合には、計51時間に

わたるの実習時間が積算可能となる。

５．まとめ
　以上のように、本学では、2020年度後期の「心

理実習」において、ブレンディッドラーニングの

手法を取り入れたことにより、９施設での見学実

習の実施が可能となった。加えて、３年次後期の

みで、最大51時間の実習時間を積算が可能となり、

合計80時間以上を必要とする実習時間の半分以上

を確保することができた。これらは、新型コロナ

ウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大が続く

中で、その時々や各施設の状況に合わせて、柔軟

に手法が選択できたところに要因があると考えら

れる。また、本学においても、オンライン授業が

主流となる中で、オンラインによる実習のみとな

らず、対面による現地見学や学内見学ができたこ

とは、受講する学生のモチベーション維持にもつ

ながったと推察される。

　今回、このようにブレンディッドラーニングの

手法を取り入れた実習が可能となったのは、新型

コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大

という状況下における特例的な措置（文部科学

省・厚生労働省，2020）によるものである。しか

し、実際に実施してみると、見学実習の受け入れ

を承諾した施設は少なくなく、実習時間も十分に

確保できることが明らかとなった。一方で、実習

を受け入れる各施設では、日々の支援業務に多忙

を極める中で、新たに創設された「心理実習」に

ついて、試行錯誤を繰り返しながら受け入れを進

めている状況にある。また、学生自身も国家試験

受験資格取得に向け、大学院への進学準備や数少

ない実務経験施設への就職活動と並行しながら、

合計80時間以上の実習に取り組まなくていけない

現状にもある。従って、ブレンディッドラーニン

グの手法を取り入れた心理実習は、特例的な一過

性の取り組みで終止することなく、その柔軟性を

いかすことで受け入れ施設や学生への過度な負担

軽減にもつながるため、継続すべき取り組みでは

ないかと考えられる。

６．今後の課題
　今後の課題としては、以下２点が揚げられる。

　１点目は、実際に現地を見学することによって

得られる学習内容の保障についてである。今年度

の心理実習においては、オンライン見学や学内見

学を実施した際、各施設の実習指導者の様々な配

慮や工夫により、施設内部の写真や動画を講話に

交えたことで、学生がその様子を学習することが

できた。しかし、各施設の雰囲気やスタッフ・利

用者の動きなど、現場の臨場感を味わうまでの情

報を得るには、限界があることは否めない。従っ

て、特に現地の見学を伴わない見学実習の際に、

どのような代替手段を活用することで、実際の現

地見学に近似する学習内容が保障可能となるか、

検討していく必要がある。

　２点目は、受講する学生の視点に立った種々の

検証である。今年度の心理実習では、新型コロナ

ウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大という

状況を受け、学内や各施設の事情により、ブレン
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ディッドラーニングの手法を取り入れることとな

った。そのため、本学でも心理実習の開始年度で

あったものの、受講する学生からの意見などを反

映させながら進めることは困難な状況にあった。

従って、それぞれの実習形態において、学生がど

のような印象を形成し、どの程度の学習効果を得

たか、検証していく必要がある。加えて、ブレン

ディッドラーニングの手法を取り入れることで、

実際に学生の負担軽減となるか、受け入れ施設側

の負担とも対比させながら、検証していく必要が

ある。

　以上を踏まえ、心理実習における“対面による

実習”と“オンラインによる実習”のより効果的

なブレンド方法を検討していくことが、今後の大

きな課題となる。
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